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学生会委員会について

の結果は興味があって，かつ意味深い数値と言える

かもしれない．つまり，学生会員増加のヒントがす

でに示されたような気がする．つまり，学生会員増

強のための大キャンペーンなどは行う必要はないと

考える．実際，理事会でこの数値を見て，慶応大学

の菱田先生のように「学生を勧誘する気になった」

と言っていただいた先生もいる．要は，「先生方が

活発な活動をしておられるとそれに応じて学生もつ

いてくる」ということも言えそうである．そうする

と，この表の中に，先生の顔は良く見えるのに，学

生会員がいない大学がかなりある．その先生方から

学生さんに声をかけてもらい，1大学から1人でも，
学生会員になってもらえれば，100人の大台も問題
ないと考える．これは，まず「隗よりはじめよ」で

富山県立大学においても1人を確保したことを報告
する．

3.5　アンケート調査

全支部で，学生側の学生委員に身近な学生に学会

についてのアンケートを実施してもらった．その結

果を下方に示す．53人にインタービューし，そのう
ち会員は11人，非会員は42人である．42人のうち，
今後入会の予定は7人のみで，非会員としてのデメ
リットを感じていないのは 38人に上る．その理由
は，予想した通りといえよう．要約すれば，会員が

「伝熱シンポシウム講演論文集と雑誌「伝熱」が手

に入る」のがメリットを言えば，非会員は「それは

研究室にある」と答え，また非会員は「シンポジウ

ムに伝熱非会員でも発表できるから」会員になる必

要性認めていない．また，2学会加入の奇特な学生
も多少いるが，機械学会に 32人，日本自動車技術
会に6人すでに加入しており，さらにもう一つとい
うのには金銭的にも抵抗があるのだろう．

学生アンケート結果（2000.11.18現在）

Q1．学生会員か否か？ はい 11名
いいえ 42名

Q2．学生会員のメリットを 感じる 8名
感じない 3名

★メリットを感じる例：

　伝熱シンポ講演論文集 6名
　「伝熱」 5名
　伝熱シンポ関係費用負担減 3名
　他学会との協賛 1名

Q3．就職後も会員を続ける？
はい 4名
いいえ 3名
わからない 4名

★就職後も会員を続ける理由：

熱の分野に関わるため 1名
脱会する理由がない 1名

★就職後は会員をやめる理由：

　メリットがない 2名

Q4．現状の学生会員制度への不満
若手セミナー，研究会の不足 1名

Q5．非会員としてデメリットを
感じる 4名
感じない 38名

★デメリットを感じる例：

伝熱シンポ講演論文集 2名
「伝熱」 1名
情報不足 1名

Q6．今後入会予定？
はい 7名
いいえ 35名

表 3　現学生会員の内訳（名）

表 4　学生会員大学別内訳
　　　2000年 10月 10日現在（合計 88名）

学部学生 6 
修士課程 49 
日本人博士課程 18 
外国人博士課程 8 
社会人博士課程 1 
不明 6 
合計 88 

名工大 15 名大 2 福山大 1
東大 9 岐阜大 2 豊田工大 1
九大 7 京都工繊大 2 筑波大 1
京大 6 横浜国大 2 群馬大 1
東工大 5 慶応大学 2 琉球大 1
東北大 5 理科大 2 東洋大 1
北大 4 工学院大 1 金沢工大 1
農工大 4 神戸大 1 韓国海洋大 1
中央大 4 北見工大 1 梁山大 1
芝浦工大 3 広島大 1 ㈱先端材料 1
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On the Survey of the Students in Heat Transfer Community in KANTO Branch

Kazuyoshi FUSHINOBU (Tokyo Institute of Technology)

1
人数

博士課程学生（留学生） 28
博士課程学生（社会人） 11 
博士課程学生（その他日本人） 42
修士課程学生 446
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From a Student-Committee Member in TOKAI branch
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Students of Heat Transfer Laboratory at CHUGOKU-SHIKOKU Branch
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Joint Research 

7

Interviewing a group leader of joint research

7.  Prof. Shuzo MURAKAMI, The University of Tokyo

Interviewer: Yasuo KAWAGUCHI (AIST)
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行事カレンダー
本会主催行事

開催日 行事名（開催地，開催国） 申込締切 原稿締切 問合先 掲載号
2001年

5月
23日（水）～
25日（金）

第３８回日本伝熱シンポジウム
（さいたま市，大宮ソニックシティー）

’01.1/19 
(講演申込)

’01.4/13 
(参加申込)

’01.3/9 

第３８回日本伝熱シンポジウム実行委員会
〒184-8588小金井市中町2-24-16 
東京農工大学工学部機械ｼｽﾃﾑ工学科
望月研内 Fax:042-388-7088 
E-mail:htsymp38@mmlab.mech.tuat.ac.jp 
http://ht.t.u-tokyo.ac.jp 

本会共催，協賛行事
開催日 行事名（開催地，開催国） 申込締切 原稿締切 問合先 掲載号 
2001年  

5月
30日（水）～
6月1日（金）

第６回 日本計算工学会講演会
（法政大学ボアソナードタワー(東京，市ヶ谷)（予定））

ｱﾌﾞｽﾄﾗｸﾄ
’01.1/26 

’01.4/8 

日本計算工学会 事務局
Tel:03-3263-6014, Fax:03-3263-7077 
E-mail:jsces@ics-inc.co.jp 
http://www.kajima.co.jp/jsces/wwwjsces/ 

jsces.htm（日本計算工学会）

7月
10日（火）
～11日（水）

日本機械学会関西支部 第２４９回講習会
｢応力計測の基礎とその応用(計測デモンストレーション付き)｣

（大阪科学技術センター）

’01.7/6 
(定員100名)

（社）日本機械学会 関西支部
Tel:06-6443-2073, Fax:06-6443-6049 
E-mail:jsme@soleil.ocn.ne.jp 
http://www.jsme.or.jp/ks/ 

7月
12日（木）
～13日（金）

混相流シンポジウム２００１（北九州国際会議場）
九州工業大学工学部機能知能工学科 湯 晋一
Tel:093-884-3174, Fax:093-871-8591 
E-mail:yuu@mech.kyutech.ac.jp 

7月
12日（木）
～13日（金）

日本混相流学会 年会講演会２００１（北九州国際会議場）
九州工業大学工学部機能知能工学科 湯 晋一
Tel:093-884-3174, Fax:093-871-8591 
E-mail:yuu@mech.kyutech.ac.jp 

7月
17日（火）
～19日（木）

第２９回 可視化情報シンポジウム（工学院大学(新宿校舎)） ’01.3/2 ’01.5/11 
(社)可視化情報学会
Tel:03-5993-5020, Fax:03-5993-5026 
http://www.vsj.or.jp/symp2001 

7月
31日（火）～
8月2日（木）

日本流体力学会 年会 ２００１
(主テーマ：流体力学における20世紀の総括と21世紀の展望)

（工学院大学 新宿校舎）
’01.3/30 ’01.6/8 

(社)日本流体力学会
Te:03-3714-0427, Fax:03-3714-0424 
E-mail:nagare@hi-ho.ne.jp 

9月
13日（木）
～14日（金）

第５回オーガナイズド混相流フォーラム
ＯＭＦ’2001-Fukushima（混相流の複雑構造）

（福島県石川郡石川町母畑温泉「八幡屋」）
’01.5/31 ’01.8/3 

筑波大学 構造工学系 阿部豊
Tel&Fax:0298-53-5266 
E-mail:omf2001@kz.tsukuba.ac.jp 
http://www.kz.tsukuba.ac.jp/~omf2001/ 

9月
27日（木）
～28日（金）

可視化情報学会全国講演会（山口2001）（山口大学工学部） ’01.5/28 ’01.7/16 

山口大学工学部機械工学科 望月信介(幹事)
Tel:0836-85-9117, Fax: 0836-85-9101 
E-mail:shinsuke@po.cc.yamaguchi-u.ac.jp 
大坂英雄(実行委員長)
Tel:0836-85-9000, Fax: 0836-85-9101 
E-mail:ohsaka@po.cc.yamaguchi-u.ac.jp 
http://www.vsj.or.jp/kvs2001/ 

10月
4日（木）
～5日（金）

東北大学流体科学研究所 主催
The First International Symposium on Advanced Fluid 

Information AFI-2001 （宮城蔵王ロイヤルホテル）

東北大学 流体科学研究所 円山 重直
Tel & Fax:022-217-5243 
E-mail:maruyama@ifs.tohoku.ac.jp 

11月
3日（土）
～4日（日）

（社）日本機械学会 ２００１年度熱工学講演会
（岡山大学 津島キャンパス）

’01.6/1 ’01.8/17 

岡山大学工学部機械工学科 稲葉英男
Tel:086-251-8046(稲葉)，-8047(堀部，春木)
Fax:086-251-8266（機械共通）
E-mail:inaba@heat6.mech.okayama-u.ac.jp 
http://heat6.mech.okayama-u.ac.jp/ 

thermal/index.html 

11月
21日（水）
～23日（金）

第３９回燃焼シンポジウム
（慶應大学理工学部 矢上キャンパス）

’01.7/27 ’01.9/10 

東海大学工学部 動力機械工学科内
第３９回燃焼シンポジウム事務局
Tel:0463-58-1211-4306(神本),4315(飯島)
Fax:0463-59-8293 
E-mail:iijima@bosei.cc.u-tokai.ac.jp 
http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/csj2/csj-j/symp39 

12月
15日（土）
～17日（月）

第３回高温エネルギー変換システムおよび関連技術に関する
国際シンポジウム（ＲＡＮ２００１）

（名古屋大学シンポジオン）
’01.5/31 ’01.7/31 

名古屋大学高温エネルギー変換研究センター
ＲＡＮ2001事務局（総務担当 古畑朋彦）
Tel:052-789-3916, Fax:052-789-3910 
E-mail:furu@nuce.nagoya-u.ac.jp 
http://ran.nagoya-u.ac.jp/RAN/RAN2001.html 

 

国際会議案内
開催日 行事名（開催地，開催国） 申込締切 原稿締切 問合先 掲載号 
2002年  

4月
8日（月）
～10日（水）

1st International Conference on Heat Transfer, Fluid Mechanics and 
Thermodynamics  (南アフリカ，Kruger National Park) 

’01.4/1 ’01.6/30 http://www.walthers.co.za/conference/hefat 

8月
18日（日）
～23日（金）

第１２回 国際伝熱会議（フランス，グルノーブル） ’01.5/31 ’02.2/1 

東京大学大学院工学系研究科 機械工学専攻
庄司正弘 Tel ＆ Fax:03-5800-6987 
E-mail:shoji@photon.t.u-tokyo.ac.jp 
http://www.ihtc12.ensma.fr/ 
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日本伝熱学会学生会創設記念・若手伝熱セミナー（伝熱学会 40 年の流れ）のご案内 
（日本伝熱学会企画部会・学生委員会主催，日本伝熱学会関東支部共催）

 

 

このたび，日本伝熱学会学生会が創設される運びとなりました．これを記念いたしまして，将来の伝熱

研究を背負うべき若手研究者を対象としたセミナーを企画いたしました．本セミナーでは，伝熱研究に携

わる著名な先生方をお招きし，日本の伝熱研究の歴史を振り返っていただくとともに，これからの伝熱研

究（学会の在り方を含めて）はどうあるべきかを率直に語らう若手研究者交流の場を提供し，若手研究者

の視点から将来の伝熱研究の方向性を探っていきたいと考えています．みなさま奮ってご参加くださいま

すようご案内申し上げます． 

 

日 時： 平成 13年 7月 27日（金），28日（土）

場 所： （財）海外職業訓練協会（OVTA）研修室

〒261-0021千葉市美浜区ひび野 1丁目 1番地（最寄駅：京葉線海浜幕張），電話：043-276-0211 

参 加 費： 一般 10,000円，学生 5,000円（宿泊，食事，懇親会費を含む）

参加資格： 学生または 35歳以下の研究者，および一般の方も歓迎いたします．

定 員： 40名（先着順に受け付けます）

申込方法： 「若手伝熱セミナー参加希望」と明記の上，氏名，所属，連絡先住所，電話番号，Fax番号，

E-mailアドレスをお知らせください．Fax，E-mail，または郵送にてお申し込みください．

申込締切： 平成 13年 6月 19日（火）

申 込 先： 〒1689-8555 新宿区大久保 3-4-1早稲田大学理工学部 勝田宛 FAX 0303207-3746 

      E-mail katsuta@mn.waseda.ac.jp ℡ 03-5386-3251 

プログラム

7月 27日（金）

12:30-12:50 受付

13:00-14:50 （講演題目）

西川兼康 「火の動力の進展と熱工学の歩み」

（講演題目）

棚澤一郎 「マクロからミクロへ，単純系から複雑系へ」

15:10-17:00 （講演題目）

鈴木健二郎 「21世紀の伝熱：その主役は YOU！」

（講演題目）

庄司正弘 「カオスフラクタル熱工学」

17:00-18:30 入浴，食事

18:30-20:00 若手研究者放談会

20:00-22:00 講師の先生を含めた懇親会

7月 28日（土）

朝食後解散
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事務局からの連絡 
 
 １．学会案内と入会手続きについて 
【目的】【目的】【目的】【目的】    
本会は、伝熱に関する学理技術の進展と知識の普及、会員相互
及び国際的な交流を図ることを目的としています。 
【会計年度】【会計年度】【会計年度】【会計年度】    
会計年度は、毎年４月１日に始まり翌年３月３１日までです。 
【会員の種別と会費】【会員の種別と会費】【会員の種別と会費】【会員の種別と会費】    

会員種別  資  格  会費（年額） 

正会員 
伝熱に関する学識経験を有する者
で、本会の目的に賛同して入会した
個人 

８,０００円 

賛助会員 
本会の目的に賛同し、本会の事業を
援助する法人またはその事業所、あ
るいは個人 

１口 
３０,０００円 

学生会員 
高専、短大、大学の学部および大学
院に在学中の学生で、本会の目的に
賛同して入会した個人 

４,０００円 

名誉会員 
本会に特に功労のあった者で、総会
において推薦された者 

８,０００円 
但し、70才以上
は  ０円 

推薦会員 
本会の発展に寄与することが期待で
きる者で、当該年度の総会において
推薦された者 

０円 

    
【会員の特典】【会員の特典】【会員の特典】【会員の特典】    

会員は本会の活動に参加でき、次の特典があります。

1. 「伝熱」「THERMAL SCIENCE AND ENGINEERING」を
郵送します。

  （本年度発行予定：５，７，９，１１，１，３月号）

  ・正会員、学生会員、名誉会員、推薦会員に１冊送付

  ・賛助会員に口数分の冊数送付

2. 「日本伝熱シンポジウム講演論文集」を無料でさしあげ
ます。

  ・正・学生・名誉・推薦の各会員に１部、賛助会員に口数
分の部数（但し、伝熱シンポジウム開催の前年度の３月２
５日までに前年度分までの会費を納入した会員に限る）

【入会手続き】【入会手続き】【入会手続き】【入会手続き】    

正会員または学生会員への入会の際は、入会申込用紙にご記
入の上、事務局宛にファックスまたは郵送で送り、郵便振替
にて当該年度会費をお支払い下さい。賛助会員への入会の際
は、入会申込用紙にご記入の上、事務局宛にファックスまた
は郵送でお送り下さい。必要があれば本会の内容、会則、入
会手続き等についてご説明します。賛助会員への申込みは何
口でも可能です。

（注意）

・申込用紙には氏名を明瞭に記入し、難読文字にはJISｺ-ﾄﾞの
ご指示をお願いします。

・会費納入時の郵便振替用紙には、会員名（必要に応じてフ
リガナを付す）を必ず記入して下さい。会社名のみ記載の
場合、入金の取扱いができず、会費未納のままとなります。

・学生会員への入会申込においては、指導教官による在学証明（署
名・捺印）が必要です。

 

２．会員の方々へ 

【会員増加と賛助会員口数増加のお願い】【会員増加と賛助会員口数増加のお願い】【会員増加と賛助会員口数増加のお願い】【会員増加と賛助会員口数増加のお願い】 

個人会員と賛助会員の増加が検討されています。会員の皆様
におかれましても、できる限り周囲の関連の方々や団体に入
会をお誘い下さるようお願いします。また、賛助会員への入
会申込み受付におきまして、Ａ（３口）、Ｂ（２口）、Ｃ（１
口）と分けております。現賛助会員におかれましても、でき
る限り口数の増加をお願いします。 

    

【会費納入について】【会費納入について】【会費納入について】【会費納入について】    
会費は当該年度内に納入してください。請求書はお申し出の
ない限り特に発行しません。会費納入状況は事務局にお問い
合せ下さい。会費納入には折込みの郵便振替用紙をご利用下
さい。その他の送金方法で手数料が必要な場合には、送金額
から減額します。フリガナ名の検索によって入金の事務処理
を行っておりますので会社名のみで会員名の記載がない場
合には未納扱いになります。 
【変更届について】【変更届について】【変更届について】【変更届について】 
（勤務先、住所、通信先等の変更） 
勤務先、住所、通信先等に変更が生じた場合には、巻末の「変
更届用紙」にて速やかに事務局へお知らせ下さい。通信先の
変更届がない場合には、郵送物が会員に確実に届かず、ある
いは宛名不明により以降の郵送が継続できなくなります。ま
た、再発送が可能な場合にもその費用をご負担頂くことにな
ります。 
（賛助会員の代表者変更）    
賛助会員の場合には、必要に応じて代表者を変更できます。 
（学生会員から正会員への変更）    
学生会員が社会人になられた場合には、会費が変わりますの
で正会員への変更届を速やかにご提出下さい。このことにつ
きましては、指導教官の方々からもご指導をお願いします。 
（変更届提出上の注意） 
会員データを変更する際の誤りを防ぐため、変更届は必ず書
面にて会員自身もしくは代理と認められる方がご提出下さ
るようお願いします。 
【退会届につ【退会届につ【退会届につ【退会届について】いて】いて】いて】    
退会を希望される方は、退会日付けを記した書面にて退会届
（郵便振替用紙に記載可）を提出し、未納会費を納入して下
さい。会員登録を抹消します。 
【会費を長期滞納されている方へ】【会費を長期滞納されている方へ】【会費を長期滞納されている方へ】【会費を長期滞納されている方へ】    
長期間、会費を滞納されている会員の方々は、至急納入をお
願いします。特に、平成１１年度以降の会費未納の方には「伝
熱」「THERMAL SCIENCE AND ENGINEERING」の送付を停
止しており、近く退会処分が理事会で決定されます。
 
３．事務局について 
次の業務を下記の事務局で行っております。 

事 務 局
（業務内容）
  i) 入会届、変更届、退会届の受付
  ii) 会費納入の受付、会費徴収等
 iii) 会員、非会員からの問い合わせに対する応対、連絡等
 iv)  伝熱シンポジウム終了後の「講演論文集」の注文受付、

新入会員への「伝熱」「THERMAL SCIENCE  AND 
ENGINEERING」発送、その他刊行物の発送

 v) その他必要な業務

（所在地）
  〒113-0034  東京都文京区湯島2-16-16 
      社団法人日本伝熱学会
       TEL, FAX：03-5689-3401  
 E-MAIL: htsj@asahi-net.email.ne.jp 
   （土日、祝祭日を除く、午前10時～午後5時）

学会HP: http://wwwsoc.nacsis.ac.jp/htsj/index-j.html 

（注意） 
１．事務局への連絡、お問い合わせには、電話によらずでき
るだけ郵便振替用紙の通信欄やファックス等の書面にて
お願いします。 
２．学会事務の統括と上記以外の事務は、下記にて行なって
おります。 
 
〒113-8656 文京区本郷7-3-1 
     東京大学大学院工学系研究科
     機械工学専攻 庄司 正弘
 TEL:03-5841-6406  FAX:03-5800-6987 
 E-MAIL: shoji@photon.t.u-tokyo.ac.jp 
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